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令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
三
春

町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
影
山
初
吉
で
す
。
最
初
に
、
今

回
の
議
会
議
員
選
挙
が
前
回
同
様

２
回
続
け
て
無
投
票
と
な
り
、
大

変
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
町

民
の
皆
様
か
ら
選
ば
れ
て
、
初
め

て
町
民
の
代
表
と
な
る
わ
け
で
す

の
で
、
次
回
は
必
ず
選
挙
戦
に
な

る
よ
う
、
議
会
定
数
を
含
め
議
会

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
私
は
、
議
員
の
な
り
手
不
足
を

一
番
の
課
題
と
し
、
広
報
広
聴
委

員
会
を
フ
ル
回
転
さ
せ
、「
見
て
・

読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
」
の
発

行
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の

皆
様
と
数
多
く
意
見
交
換
を
重
ね

る
こ
と
で
要
望
を
集
約
し
、
事
業

予
算
化
に
向
け
て
執
行
側
に
働
き 議長 影

かげやま
山 初

はつきち
吉

か
け
ま
す
。
議
会
活
動
を
ご
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
見
え
る

議
会
と
し
て
多
く
の
町
民
の
皆
様

が
、
議
会
に
参
加
で
き
る
土
壌
づ

く
り
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
町
の
課
題
で
あ
る
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
な
ど
全
議

員
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
少
し
で

も
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。
明
る
く
活
気
の
あ

る
、
話
題
の
多
い
町
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
に
、
町
に
対
し
て
積
極
的

に
政
策
提
言
し
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
、
小
学
校
の
あ
り
方
、
地
の

利
を
活
か
し
た
住
宅
団
地
の
造
成
、

子
育
て
支
援
・
子
育
て
環
境
の
整

備
、
福
祉
の
向
上
、
滝
桜
に
次
ぐ

観
光
資
源
の
発
掘
、
町
な
か
観
光

対
策
、
農
商
工
の
均
衡
あ
る
発
展
、

公
共
交
通
の
あ
り
方
な
ど
で
す
。

町
側
と
活
発
に
話
し
合
い
の
場
を

設
け
、
町
民
の
皆
様
の
た
め
町
発

展
に
貢
献
で
き
る
動
く
議
会
を
目

指
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
副
議
長
と
い
う
要

職
に
就
き
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
職
務
の
重
さ
を
痛

感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
の
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
に
伴
う

少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
人
口
減
少
に
対
応
す

る
計
画
だ
け
で
は
、
益
々
少
子
高

齢
化
の
進
行
が
早
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
孫
子
の
言
葉
で
「
戦
略
な

き
は
座
し
て
死
を
待
つ
が
如
し
」

と
あ
り
ま
す
。
郡
山
市
を
中
心
と

し
た
広
域
圏
の
中
で
も
、
三
春
町

の
立
地
は
好
条
件
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
好
条
件
を
活
か
し
て
、
大
規

模
な
住
宅
団
地
の
造
成
な
ど
、
大

胆
な
移
住
定
住
の
計
画
が
、
必
要 副議長 鈴

す ず き
木 利

としかつ
一

に
な
っ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
「
岩
江
こ
ど
も

園
の
建
設
」、
そ
し
て
三
春
の
里
付

近
へ
の
「
モ
ン
ベ
ル
の
出
店
」
と
、

大
き
な
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
町
政
に
対
す
る
監

査
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

の
役
割
と
責
任
を
十
分
に
果
た
し
、

皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
選
挙
で
は
、
こ
こ
二
回
の
選
挙

が
無
競
争
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
政
治
に
対
す
る
無
関

心
や
諦
め
、
そ
し
て
議
会
に
対
す

る
失
望
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
議
会
の
広
報
・
広

聴
活
動
を
通
じ
、
町
民
の
皆
様
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

議
長
と
と
も
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議会新体制スタート
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常任委員会が構成されました ～各委員会の構成～

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

監
査
委
員

三
春
病
院
事
業
等

運
営
協
議
会
委
員

　
町
政
に
関
わ
る
こ
と
を
議

会
の
視
点
か
ら
、
わ
か
り
や

す
く
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
広

報
・
広
聴
に
務
め
ま
す
。

　
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

の
協
議
や
調
整
を
行
い
ま

す
。

山
崎
ふ
じ
子

松
村　
妙
子

影
山　
常
光

松
村　
妙
子

鈴
木　
利
一

委
員
長　
　
佐
藤　
　
弘

副
委
員
長　
影
山　
常
光

三
瓶　
文
博

佐
久
間
正
俊

松
村　
妙
子

山
崎
ふ
じ
子

影
山　
初
吉

山
やまざき

崎ふじ子
こ

篠
しのざき

崎 聡
さとし

三
さんぺい

瓶 一
かつとし

壽 影
かげやま

山 孝
た か お

男大
おおうち

内 広
ひろのぶ

信

鈴
す ず き

木 利
としかつ

一 遠
えんどう

藤 亮
りょうこ

子

総
務
常
任
委
員
会

　
総
務
課
・
財
務
課
・
企
画

政
策
課
・
税
務
会
計
課
及
び

議
会
に
関
す
る
こ
と
を
調

査
、
審
査
し
ま
す
。

三
さ ん ぺ

瓶 文
ふみひろ

博佐
さ と う

藤 弘
ひろし

大
おおうち

内 広
ひろのぶ

信遠
えんどう

藤 亮
りょうこ

子鈴
す ず き

木 利
としかつ

一

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
課
・
建
設
課
・
企
業

局
及
び
農
業
委
員
会
に
関

す
る
こ
と
を
調
査
、
審
査
し

ま
す
。

佐
さ く ま

久間正
まさとし

俊影
かげやま

山 常
つねみつ

光影
かげやま

山 孝
た か お

男三
さんぺい

瓶 一
かつとし

壽橋
はしもと

本善
ぜんいちろう

一郎

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
住
民
課
・
保
健
福
祉
課
・

子
育
て
支
援
課
・
教
育
課
及

び
生
涯
学
習
課
に
関
す
る
こ

と
を
調
査
、
審
査
し
ま
す
。松

まつむら
村 妙

た え こ
子山

やまざき
崎ふじ子

こ
石
い し い

井 一
かずまさ

正小
こばやし

林 孝
たかし

篠
しのざき

崎 聡
さとし

都
市
計
画
審
議
会
委
員

佐
藤　
　
弘

松
村　
妙
子

三
瓶　
文
博

佐
久
間
正
俊

委員長

委員長

委員長

委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

3



　

～熱い想い～
　
独
立
独
歩
の
道
を
選
ん
だ
三
春
町

は
、
少
子
高
齢
化
等
が
顕
著
な
縮
小

化
社
会
の
只
中
に
あ
り
ま
す
。私
は
、

政
策
研
究
会
を
組
織
し
、
町
議
会
の

適
正
規
模
や
少
子
高
齢
化
問
題
対
策

等
を
町
民
目
線
、
※
D
E
I
的
に
考

え
提
案
し
ま
す
。

三
さんぺい

瓶 一
かつとし

壽 議員

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
活
か

し
、
①
移
住
・
定
住
の
促
進
②
子
育

て
・
教
育
環
境
の
充
実
③
観
光
資
源

の
活
用
、
の
三
本
柱
を
中
心
に
三
春

町
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

影
かげやま

山 孝
た か お

男 議員

※ DEI…「ダイバーシティ（多様性）」「エクイティ（公平性）」「インクルージョン（包括性）」の頭文字からなる略称。

①住所地　　②年齢
③当選回数　④所属政党等

①荒町　②67歳
③初　　④無所属

①上舞木　②66歳
③初　　　④無所属

　
私
は
30
歳
で
関
東
協
会
公
認
レ
フ

リ
ー
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
回
田
村

高
校
に
ラ
グ
ビ
ー
部
を
誕
生
さ
せ
る

べ
く
頑
張
る
所
存
で
す
。
田
村
高
校

に
ラ
グ
ビ
ー
部
が
で
き
る
事
は
、
福

島
県
の
ラ
グ
ビ
ー
が
発
展
す
る
と
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

石
い し い

井 一
かずまさ

正 議員

　
美
し
い
桜
と
文
化
財
に
恵
ま
れ
、

大
き
な
災
害
が
な
い
三
春
町
で
す
。

こ
の
良
さ
を
生
か
し
て
、
こ
こ
に
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
、二
期
の
経
験
を
生
か
し
、

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
やまざき

崎 ふじ子
こ

 議員
①貝山　②63歳
③3回　 ④無所属

①過足　②81歳
③初　　④無所属

　
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、

物
価
高
騰
な
ど
の
生
活
に
直
結
す
る

先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
が
増
す
ば

か
り
で
す
。生
活
者
の
目
線
に
立
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
か
ら
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

松
まつむら

村 妙
た え こ

子 議員

　
私
の
公
約
→
希
望
実
行

１　
道
路
の
拡
張
と
復
元
を
実
行
と

　
　
す
る
事

２　
議
員
数
の
削
減
を
求
め
る

３　
農
業
＝
農
家
の
燃
料
の
対
策
を　

　
　
求
め
る

小
こばやし

林 孝
たかし

 議員
①山田　②73歳
③初　　④無所属

①深田和　②63歳
③3回　　 ④公明党

　
令
和
４
年
度
99
件
、
三
春
町
の
小

中
学
校
の
い
じ
め
の
件
数
で
す
。
あ

な
た
の
子
供
が
通
う
学
校
大
丈
夫
で

す
か
。
三
春
の
教
育
ど
う
な
っ
て
る

の
か
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
良
い
学
校
を
。
三
春
の
教
育
刷
新

に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

佐
さ と う

藤 弘
ひろし

 議員

　
こ
の
度
、
町
議
員
と
な
り
ま
し
た

大
内
広
信
で
す
。
常
に
町
民
の
皆
様

に
近
い
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、

議
会
に
新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
実
行
・
行
動
・
発
信

力
を
発
揮
し
三
春
町
の
価
値
あ
る
未

来
に
寄
与
い
た
し
ま
す
。

大
おおうち

内 広
ひろのぶ

信 議員
①永作　②44歳
③初　　④無所属

①北町　②77歳
③8回　 ④社会民主党
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議員紹介
　
自
分
の
名
前
は
「
聡
」
と
書
き
ま

す
が
、
分
解
す
る
と
「
公
の
心
を
耳

で
聞
く
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
通
り
で
す
が
、
町
民
皆
様
の

声
を
公
平
に
聞
い
て
、
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
は
町
に
ぶ
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

篠
しのざき

崎 聡
さとし

 議員

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
さ
れ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
修
復
再
生

し
、「
協
調
・
協
和
、
そ
し
て
助
け

合
う
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
本

音
で
語
り
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
し

な
が
ら
、
現
場
最
優
先
で
政
策
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 三

さ ん ぺ
瓶 文

ふみひろ
博 議員

①中町　②66歳
③4回 　④無所属

①下舞木　②59歳
③2回　　 ④無所属

　
今
、
目
の
前
に
山
積
し
て
い
る
問

題
に
根
本
的
に
取
り
組
み
、
町
民
の

皆
様
の
抱
え
て
い
る
声
の
懸
け
橋
に

な
る
こ
と
が
、
私
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
三
春
町
の
魅
力
を
多
面

に
発
信
し
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

遠
えんどう

藤 亮
りょうこ

子 議員

　
議
員
三
期
目
就
任
に
あ
た
り
、
議

会
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

議
会
の
判
断
・
決
断
を
直
視
し
、
監

査
委
員
と
し
て
厳
し
い
姿
勢
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
全
力
で

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
励
み

ま
す
。

影
かげやま

山 常
つねみつ

光 議員
①斎藤　②71歳
③3回 　④無所属

①中町　②62歳
③初　　④無所属

　
議
員
５
期
目
に
な
り
ま
す
が
、
初

心
に
帰
り
、
健
康
に
留
意
し
何
事
に

も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
積
極
的
に

挑
戦
し
ま
す
。
自
由
民
権
運
動
家
河

野
広
中
公
の
生
地
と
し
て
、
清
く
正

し
く
風
通
し
の
良
い
三
春
町
議
会
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

影
かげやま

山 初
はつきち

吉 議員

　
全
国
的
に
人
口
減
少
社
会
と
言
わ

れ
、
町
で
も
そ
れ
に
対
処
す
る
計
画

を
進
め
て
は
い
ま
す
が
、
い
か
に
し

て
人
口
増
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
、
大
胆
な
計
画
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。

鈴
す ず き

木 利
としかつ

一 議員
①八島台　②69歳
③4回　　 ④無所属

①上舞木　②75歳
③5回　　 ④無所属

　
私
は
、
五
期
目
も
経
済
建
設
常
任

委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
４
年
間
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
地
域
の
要
望
を
町
に
届

け
ま
す
。
人
口
減
少
で
は
、
宅
地
分

譲
を
町
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。

佐
さ く ま

久間 正
まさとし

俊 議員

　
今
期
二
期
目
に
な
り
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
な
か
地
域
の
活
力

低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
少
し
で
も

良
い
政
策
提
案
が
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
と
と
も
に
、
３
６
５
日
議
員
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

橋
はしもと

本 善
ぜんいちろう

一郎 議員
①貝山　②68歳
③2回　 ④無所属

①熊耳　②73歳
③5回 　④無所属
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町長提出22議案、議員提出町長提出22議案、議員提出
１議案を可決・認定・同意１議案を可決・認定・同意

定例会
9月会議

　
定
例
会
９
月
会
議
は
８
月
18
日
か
ら
８
月
29
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か

ら
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

新
築
工
事
請
負
契
約
や
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
22
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
の
委
員
会
提
案
で
委
員
会
条
例
の
改
正
１
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
、
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
議
案
の
正
式
名
称
は
10

ペ
ー
ジ
の
議
案
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
決
算
の
詳

細
な
内
容
は
、「
広
報
み
は
る
が
好
き
10
月
号
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

　

定
例
会
９
月
会
議
で

は
、
令
和
４
年
度
各
会
計

の
決
算
を
審
査
し
、
全
会

計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
の
で
決
算
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
額
は

97
億
７
、８
７
５
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
２
億
３
、

２
８
５
万
円
の
増
と
な
り
、

歳
出
額
は
92
億
４
、０
７
２

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

４
億
１
、６
２
９
万
円
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
収
支
（
※
）は
、
一

般
会
計
で
４
億
６
、６
１
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
特

　

償
還
額
（
元
金
の
み
）

は
６
億
３
、５
７
８
万
円

で
、
前
年
度
か
ら
１
、

２
３
９
万
円
の
増
で
あ

り
、
年
度
末
残
高
は
79
億

５
、８
１
９
万
円
と
な
り
、

前
年
度
か
ら
２
億
２
、２
０

３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

別
会
計
で
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
で
２
、

１
７
０
万
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
で
63
万

円
、
介
護
保
険
特
別
会
計

で
１
億
９
、９
５
７
万
円

の
実
質
収
支
が
あ
り
ま
し

た
。
町
営
バ
ス
事
業
特
別

会
計
及
び
放
射
性
物
質
対

策
特
別
会
計
は
、
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債

の
令
和
４
年
度
に
お
け
る

発
行
額
は
８
億
５
、７
８
０

万
円
と
な
り
、
前
年
度
か

ら
１
億
７
、０
０
０
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

※実質収支………同一年度の収入と支出の実質的な差額
※財政調整基金…年度間の財政の不均衡を調整するための基金

町長提出22議案、議員提出町長提出22議案、議員提出
１議案を可決・認定・同意１議案を可決・認定・同意

広報みはるが好き
10月号

CMを町公式YouTube
でもご覧になれます
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す
。
全
国
統
一
の
区
分
表

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
る
程
度
収
入
が

あ
る
方
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

郷
土
人
形
館
の
土

地
は
、
借
地
だ
っ

た
の
か
。
ま
た
何
坪
を
１

坪
当
た
り
い
く
ら
で
購
入

し
た
の
か
。

借
地
で
し
た
が
、

約
１
７
０
坪
の

土
地
を
１
坪
当
た
り
約

１
２
２
、７
９
２
円
で
購

入
し
ま
し
た
。

沢
石
で
は
、
ふ
れ

あ
い
収
集
事
業
は

業
者
に
頼
ん
で
、
家
庭
ご

み
戸
別
収
集
事
業
は
地
区

の
方
に
頼
ん
で
や
っ
て
い

る
が
、
一
つ
に
で
き
な
い

の
か
。

家
庭
ご
み
戸
別
収

集
事
業
は
、
沢
石

ま
ち
づ
く
り
協
会
を
窓
口

と
し
て
、
40
名
の
地
区
の

方
に
資
源
ご
み
を
集
積
所

か
ら
、
地
区
の
拠
点
に
運

搬
す
る
作
業
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
収

集
事
業
は
、
介
護
認
定
を

受
け
た
一
人
暮
ら
し
の
方

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を

戸
別
に
訪
問
し
、
週
１
回

収
集
す
る
業
務
で
す
。

ふ
れ
あ
い
収
集
事

業
は
、
定
期
ご
み

収
集
を
し
て
い
る
業
者
で

は
で
き
な
い
の
か
。

定
期
ご
み
収
集
業

務
委
託
業
者
は
、

ほ
ぼ
毎
日
行
っ
て
お
り
対

応
が
難
し
い
た
め
、
違
う

業
者
へ
委
託
し
て
い
ま

す
。

町
営
墓
地
は
何
区

画
残
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
需
要
は
あ
る

か
。

下
舞
木
と
平
沢
に

町
営
墓
地
が
あ

り
、
令
和
４
年
度
末
時
点

で
、
下
舞
木
は
３
区
画
、

平
沢
は
１
区
画
残
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
何
件
か

相
談
を
受
け
て
お
り
、
需

要
は
あ
り
ま
す
。

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
対
し
て
、
本

部
運
営
費
補
助
金
と
本
部

活
動
交
付
金
と
合
わ
せ
て

１
９
０
万
円
ほ
ど
支
出
し

て
い
る
が
、
少
年
団
本
部

と
は
ど
う
い
う
団
体
が
加

盟
し
て
い
る
の
か
。

町
内
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
14
団
体

あ
り
ま
す
。
参
加
し
て
い

る
子
供
た
ち
や
父
兄
の
負

担
を
減
ら
す
よ
う
な
活
動

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
各

種
大
会
参
加
料
や
登
録

料
、
共
通
す
る
道
具
や
防

具
関
係
の
購
入
、
大
会
の

開
催
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
費
補
助

金
の
１
、３
１
２
万
円
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

令
和
４
年
の
福
島

県
沖
地
震
に
伴

う
半
壊
以
上
の
建
物
の
解

体
工
事
に
対
し
て
、
補
助

率
２
分
の
１
の
補
助
金
で

す
。
半
壊
以
上
が
12
件
あ

り
、
内
訳
は
三
春
地
区
２

件
、
沢
石
地
区
５
件
、
要

田
地
区
２
件
、
中
郷
地
区

３
件
で
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
者
の
一
人
１

月
当
た
り
の
個
人
負
担
は

い
く
ら
か
。

個
人
の
収
入
に
よ

っ
て
異
な
り
、
高

い
方
で
３
、４
万
程
度
で

答答

答

答答 答

答

区　分 歳入金額 歳出金額 差引額
一　　　　般　　　　会　　　　計 97億7,875万円 92億4,072万円 5億3,803万円
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 16億6,965万円 16億4,795万円 2,170万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億294万円 2億231万円 63万円
介 護 保 険 18億6,109万円 16億6,152万円 1億9,957万円
町 営 バ ス 事 業 8,751万円 8,751万円 0万円
放 射 性 物 質 対 策 5億5,397万円 4億9,970万円 5,427万円

企　
業　
会　
計

水 道 事 業 収 益 的 3億9,213万円 3億8,200万円 1,013万円
資 本 的 1億3,323万円 2億5,020万円  △1億1,697万円

下 水 道 事 業 等 収 益 的 3億5,108万円 4億884万円 △5,777万円
資 本 的 3億398万円 3億1,104万円 △706万円

宅 地 造 成 事 業 収 益 的 1,110万円 2,168万円 △1,057万円
資 本 的 0万円 0万円  0万円

三春町病院事業 収 益 的 9,370万円 1億6,611万円 △7,241万円
資 本 的 0万円 2,520万円 △2,520万円

令和4年度　各会計決算額

令
和
4
年
度
決
算

一
般
会
計
歳
入
歳
出

問問

問問

問

問 問

　
令
和
４
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
で
、
そ
の
審
査
・
審
議
内

容
を
報
告
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
予
算
決
算
認
定

7



一般会計一般会計
３億7,774万円の追加３億7,774万円の追加

予算（事業名） 補正額 概　要

財 政 管 理 費 3 億円 財政調整基金へ積立てを行います。

予 防 費 3,094 万円 新型コロナウイルスワクチン住民接種のための接種体
制を整備します。

社 会 福 祉 総 務 費 939 万円 原油価格や物価高騰による家計負担軽減のため住民性
非課税世帯へ支援を行います。

老 人 福 祉 施 設 管 理 事 業 156 万円 社会福祉会館の給湯配管の漏水修繕工事を行います。

し 尿 処 理 費 2,159 万円 し尿処理に関わるシステムや車庫等の整備を行いま
す。

農 業 改 良 費 94 万円 樋渡川の水路補修工事を行います。

９月補正予算に計上された主な事業

売
す
る
軽
ト
ラ
朝
市
を
、

月
2
回
程
度
開
催
す
る

こ
と
で
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
周
遊
サ

イ
ク
リ
ン
グ
時
に
は
、
沢

石
会
館
を
※
エ
イ
ド
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
た

め
に
、
お
も
て
な
し
の
花

も
も
を
沢
石
会
館
の
周
辺

に
植
栽
す
る
な
ど
の
計
画

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
備
品
購
入
や
、
花
も
も

植
栽
場
所
の
整
備
費
を
交

付
し
ま
す
。

物
価
高
騰
な
ど
に

よ
る
家
計
負
担
軽

減
の
支
援
対
象
世
帯
は
、

ど
れ
く
ら
い
か
。

１
、４
０
０
～
１
、

５
０
０
世
帯
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
が
対
象

で
す
。

地
域
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
の

内
容
は
。多

く
の
人
が
集
う

地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
事
業
で
す
。
今
回

は
沢
石
地
区
で
、
畑
な
ど

で
収
穫
し
た
農
産
物
を
販

答

答

問

問

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
定
例
会
９
月
会
議
で
は
、
一
般
会
計
や
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
の
補

正
予
算
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
補
正
予
算

※エイドステーション…マラソンや自転車を使ったロードレースで、水分や食べ物を補給できるようコースの途中に
　　　　　　　　　　　設けた施設。

一般会計一般会計
３億7,774万円の追加３億7,774万円の追加

8
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福
浜
大
一
・
サ
ワ

ケ
ン
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
が
落
札

し
た
よ
う
だ
が
、
ほ
か
に

何
社
入
札
に
参
加
し
た
の

か
。

田
村
市
・
田
村
郡

内
に
本
支
店
が
あ

る
企
業
１
社
が
参
加
し
ま

し
た
。

通
行
止
め
は
い
つ

ま
で
か
。

工
事
期
間
中
は
基

本
的
に
通
行
止

め
と
す
る
こ
と
で
、
地
元

に
了
解
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
工
程
等
は
看
板

等
で
周
知
を
図
り
、
地
元

や
小
学
校
、
幼
稚
園
に
は

要
所
で
説
明
を
し
て
い
ま

す
。
建
築
工
事
が
始
ま
れ

ば
、
計
画
を
立
て
て
そ
の

都
度
地
元
に
説
明
し
て
い

き
ま
す
。

契　
　
　

約
答

答

　
令
和
７
年
４
月
に
、
岩
江
地
区
に
開
園
を
予
定
し
て
い
る

認
定
こ
ど
も
園
の
新
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事
請
負
契
約

問

問

　
太
田
文
枝
氏
の
任
期
が
９
月
30
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

引
き
続
き
教
育
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

　
鈴
木
輝
夫
氏
の
任
期
が
９
月
30
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

引
き
続
き
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

　
影
山
福
夫
氏
の
任
期
が
12
月
31
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

新
た
に
村
越
武
氏
を
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
適
任

の
意
見
を
付
し
ま
す
。 人　

　
　

事

教
育
委
員
会
教
育
長
任
命

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

岩江こども園
新築工事かわら版岩江こども園建築工事かわら版（第2号）

人権イメージキャラクターと相談員の皆さん
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＜町長提出議案＞

＜議員提出議案＞

　町長から提出された22議案と議員から提出された１議案の審議結果は、次の通りです。

区分 議　　案 結果

条例 三春町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可決

定例会9月会議提出議案および審議結果一覧

※ ■の議案は、審査内容の一部を 6 ページから 9 ページに掲載しています。

区分 議　　案 結果

決算

令和４年度三春町一般会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町町営バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町放射性物質対策特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町病院事業会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町下水道事業等会計歳入歳出決算認定について 認定

令和４年度三春町宅地造成事業会計歳入歳出決算認定について 認定

補正
予算

令和５年度三春町一般会計補正予算（第３号）について 可決

令和５年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

令和５年度三春町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

令和５年度三春町病院事業会計補正予算（第１号）について 可決

条例 三春町税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について 可決

人事

教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 同意

固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 同意

人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 適任

契約
幼保連携型認定こども園新築工事請負契約について 可決

マルチコピー機（多機能端末機）購入契約について 可決

その他
令和４年度三春町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決

令和４年度三春町宅地造成事業会計剰余金の処分について 可決
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　定例会９月会議では、８月 19 日に一般質問を行い、４名の議員が町政について町執行側に対し
質問しました。
　当日は、庁舎３階議場での傍聴と２階桜ホール及び大会議室にて、一般質問のようすを放映し
ました。多くの傍聴者の皆さんがお越しくださり、議員による質問と執行者の答弁のようすに、
熱心に耳を傾けていました。

※ 誤字の修正や表現の統一を除き、議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。

町  政  を  問  う町  政  を  問  う
一 般 質 問 に 4 人 登 壇

　定例会議において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすこと
です。単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議
員の重要な活動です。

一般質問とは

①三春町の小中学校におけるいじめについて佐
さ

　藤
とう

　　　弘
ひろし

  議員 P12

①学校給食について
②県立田村高校の魅力向上について山

やま
　崎

ざき
　ふじ子  議員 P13

①三春中通学の防犯灯増設について橋
はし

　本
もと

　善
ぜんいちろう

一郎  議員 P14

①空き家の管理は
②幼児預かりの無償化は篠

しの
　崎

ざき
　　　聡

さとし
  議員 P15



12

質
問
１

　
こ
こ
3
・
4
年
に
い
じ

め
の
あ
っ
た
学
校
名
と
件

数
は
。

教
育
長

　

学
校
名
に
つ
い
て
は
、

支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
申

し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

令
和
元
年
度
は
小
学
校

53
件
・
中
学
校
22
件
、
令

和
２
年
度
は
小
学
校
79

件
・
中
学
校
６
件
、
令
和

３
年
度
は
小
学
校
28
件
・

中
学
校
３
件
、
令
和
４
年

度
は
小
学
校
93
件
・
中
学

校
６
件
で
す
。

質
問
２

　
い
じ
め
対
策
委
員
会
に

お
い
て
、
い
じ
め
は
な
か

っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
三

春
町
い
じ
め
防
止
等
に
関

す
る
条
例
の
第
２
条
、
い

じ
め
の
定
義
に
つ
い
て「
心

理
的
又
は
、
物
理
的
な
影

響
を
与
え
る
行
為
の
対
象

と
な
っ
た
児
童
等
が
、
心

身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
を
い
う
」と
あ
り
、
生

徒
本
人
が
い
ま
だ
に
苦
痛

を
感
じ
て
い
る
と
、
は
っ

き
り
言
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
い
じ
め
が
な
か
っ
た

な
ど
言
え
る
は
ず
が
な
い

と
考
え
る
。

　
総
務
課
長
か
ら
、
最
後

の
再
調
査
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
際
に
、
本
人

か
ら
今
で
も
苦
痛
を
感
じ

て
い
る
と
は
っ
き
り
申
し

上
げ
て
い
る
。

教
育
長

　

条
例
は
そ
う
で
す
。

質
問
３

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は

い
じ
め
で
あ
る
。

教
育
長

　

一
般
的
な
解
釈
と
し
て

は
い
じ
め
で
す
。

質
問
４

　
条
例
の
解
釈
に
、
一
般

的
も
何
も
な
い
は
ず
だ
。

教
育
長

　

答
弁
な
し
。

い

じ

め

に
つ
い
て

ここ３・４年に、いじめのあった学校
名と件数は

学校名は、支障があるためお答えで
きません

問

答

佐
さ

　藤
とう

 　弘
ひろし

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから
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県 立 田 村
高 等 学 校

魅
力
向
上
の
為
の
施
策
を

魅
力
化
・
特
色
化
に
向

け
更
に
取
り
組
む

問答

質
問
１

　
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

中
、
田
村
高
校
が
い
ろ
い

ろ
な
地
区
の
生
徒
さ
ん
か

ら
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
高

校
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

①
町
で
は
、
田
村
高
校
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
援
助

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

②
年
間
の
予
算
は
。

③
中
学
校
卒
業
生
の
人
数

も
、
統
廃
合
の
判
断
に
影

響
す
る
。
新
た
な
少
子
化

対
策
の
考
え
は
。

町　
長

①
田
村
高
校
魅
力
向
上
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
助
成

金
制
度
の
創
設
や
授
業
研

究
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
の
協
力
の
も
と
女

子
寮
の
運
営
も
行
っ
て
い

ま
す
。
生
徒
さ
ん
に
は
、
滝

桜
観
光
案
内
・
中
学
生
と

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
・
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
と

の
国
際
交
流
・
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

開
発
な
ど
、
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い

ま
す
。
本
日
の
一
般
質
問

で
も
運
営
業
務
に
関
わ
っ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

②
魅
力
向
上
委
員
会
に

３
０
０
万
円
・
女
子
寮
運

営
費
に
３
５
０
万
円
で
す
。

③
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
、
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
対

策
や
、
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
事
業
、
一
時
預
か
り

事
業
な
ど
様
々
な
段
階
で

の
支
援
策
の
充
実
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
継
続
し
て

参
り
ま
す
。

質
問
２

　
地
域
の
伝
統
文
化
の
継

承
が
、
少
子
化
の
中
で
難

し
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
活
動
に
参
加
頂

く
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

地
域
の
方
々
と
深
く
交
流

す
る
こ
と
で
、
三
春
に
愛

着
を
感
じ
、
い
ず
れ
三
春

に
住
ん
で
も
ら
え
る
可
能

性
が
、
大
き
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

町　
長

　
町
と
し
て
も
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
、
実
現
で
き
れ

ば
良
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

は
２
４
２
名
、
半
額
免
除

は
35
名
で
す
。

③
給
食
に
係
る
予
算
は
、

町
負
担
が
約
７
９
０
０
万

円
、
保
護
者
負
担
が
約

７
６
０
０
万
円
で
す
。
補

助
に
つ
い
て
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
２

　
坂
本
町
政
２
期
目
の
公

約
に
で
き
な
い
か
。

町　
長

　
「
ご
期
待
く
だ
さ
い
」

と
い
う
答
弁
で
あ
り
ま

す
。

学
校
給
食

問

答

無料化できないか

検討している

質　
問

　
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
、
健
康
に
育
っ
て
欲
し

い
と
い
う
の
は
、
国
民
の

願
い
で
あ
る
。「
食
育
基

本
法
」
で
は
、
食
育
の
推

進
に
関
す
る
取
り
組
み
を

「
国
の
責
務
」
と
し
て
定

め
た
。
給
食
は
ま
さ
に
教

育
の
一
環
で
あ
る
。

①
町
内
の
学
校
給
食
の
対

象
者
は
何
人
か
。

②
給
食
費
免
除
等
の
学

童
・
生
徒
は
何
人
か
。

③
学
校
給
食
を
無
料
化
に

で
き
な
い
か
。

教
育
長   

①
１
３
４
１
名
で
す
。

②
全
額
免
除
の
児
童
生
徒

田高吹奏楽部のみなさん

給食おいしい

山
やま

　崎
ざき

　ふじ子 議 員

質問者の録画映像
はこちらから
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質
問
1

　
通
学
路
の
防
犯
灯
設
置

に
、
生
徒
の
意
見
を
反
映

す
る
場
を
設
け
て
は
ど
う

か
。副

町
長

　

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基
づ
き
、
保
護
者
や
自

治
会
等
が
参
加
す
る
合
同

点
検
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
点
検
の
対
象

は
、
小
学
校
の
通
学
路
だ

け
で
し
た
が
、
今
後
は
中

学
校
の
通
学
路
も
点
検
し
、

安
全
対
策
に
反
映
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
2

　

電
気
料
対
策
に
L 

E 

D

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
在
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
。
ま
た
、
従
来
の

蛍
光
灯
に
比
べ
て
、
節
約

が
期
待
で
き
る
の
か
。

副
町
長

　
L 

E 

D
化
率
は
、
令

和
４
年
度
末
で
は

７５
％
で

す
。
ま
た
、
１０
ワ
ッ
ト
の

L 

E 

D
に
交
換
し
た
場
合
、

１
年
間
で
２
、６
０
０
円
の

削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

質
問
3

　
町
で
は
、
通
学
路
の
安

全
確
保
の
た
め
、
適
正
な

防
犯
灯
の
設
置
数
を
把
握

し
て
い
る
か
。

副
町
長  

　

区
長
会
や
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
会
、
防
犯
協
会
を

は
じ
め
、
関
係
団
体
に
課

題
の
共
通
認
識
を
図
り
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
て
必

要
箇
所
に
設
置
し
て
い
き

ま
す
。

質
問
4

　
通
学
路
の
防
犯
灯
に
対

し
て
、
維
持
管
理
費
等
の

特
別
な
助
成
や
補
助
等
の

考
え
は
あ
る
か
。

副
町
長   

　

電
気
料
金
は
、
三
春
町

防
犯
灯
電
気
料
交
付
要
綱

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
６

割
以
内
の
補
助
、
L 

E 

D

化
の
修
繕
費
は
、
三
春
町

防
犯
灯
修
理
費
交
付
金
要

綱
に
基
づ
き
、
令
和
４
年

度
よ
り
３
年
間
９
割
以
内

に
引
き
上
げ
、
L 

E 

D
化

の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

通
学
路
に

防
犯
灯
の

増

設

を

三春中の安全確保に防犯灯増設を

通学路の安全対策に合同点検実施

問

答

暗い通学路

部活帰り

橋
はし

　本
もと

　善
ぜんいちろう

一郎 議 員

質問者の録画映像
はこちらから
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総
務
課
長

　

第
三
者
が
剪
定
、
伐
採

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

所
有
者
に
切
除
を
求
め
る

べ
き
で
す
。
た
だ
し
、
所

有
者
が
枝
の
切
除
し
な
い
、

所
在
が
不
明
で
緊
急
を
要

す
る
場
合
は
、
今
年
の
4

月
１
日
か
ら
境
界
を
越
え

た
切
除
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

質
問
3

　
町
か
ら
相
続
人
（
所
有

者
）
に
庭
木
の
管
理
を
促

す
こ
と
は
可
能
か
。
可
能

で
あ
れ
ば
手
続
き
方
法

は
。総

務
課
長

　
町
の
方
か
ら
所
有
者
に
、

空
き
家
の
適
正
管
理
を
促

す
文
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
。
所
有
者
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
総
務
課
自
治

防
災
グ
ル
ー
プ
ま
で
相
談

お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
の

管

理

は

問

答

空き家の相続人（所有者）と連絡を
取りたい

空き家の困りごとは総務課自治防災
グループへ

質
問
１

　
空
き
家
の
相
続
人
（
所

有
者
）
を
、
固
定
資
産
税

台
帳
か
ら
知
る
事
は
可
能

か
。総

務
課
長

　
　
　
　
　
　

　

固
定
資
産
台
帳
は
、
課

税
事
務
手
続
き
の
た
め
の

も
の
で
、
第
三
者
が
情
報

を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
法
務
局
で
、
所
有
者

の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

質
問
２

　

空
き
家
に
植
栽
さ
れ
て

い
る
草
木
の
、
剪
定
や
伐

採
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

質
問
１

　
三
春
町
は
、
0
～
2
歳

児
の
保
育
料
軽
減
を
令
和

5
年
4
月
か
ら
行
っ
て
い

る
が
、
完
全
無
償
化
で
き

な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
　
　
　

　
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

の
保
育
料
無
償
化
は
、
在

宅
で
の
子
育
て
を
選
択
し

て
い
る
ご
家
庭
や
、
新
た

な
財
源
の
確
保
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
問
題
が
多
く

困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
2

　
未
就
学
児
の
一
時
預
か

り
を
１
時
間
3 

0 

0
円
で

行
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度

の
利
用
実
績
が
１
５
０
日

程
度
な
の
で
完
全
無
償
化

で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
　
　
　

　
0
～
3
歳
ま
で
を
対
象

と
し
た
一
時
預
か
り
は
、

核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る

現
状
に
お
い
て
、
必
要
性

が
高
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

祖
父
母
を
は
じ
め
育
児
支

援
者
が
い
る
場
合
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
な
い

ご
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
ご
家
庭
と
、
均

衡
を
と
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
利
用
料
を
負
担
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

幼児預かり
の無償化は

1
時
間
3 

0 

0
円
の
預

か
り
料
金
を
無
償
化
で

き
な
い
か

幼
児
一
時
預
か
り
の
無

償
化
は
考
え
て
い
な
い

問答

草ぼうぼう

ママに自由時間を

篠
しの

　崎
ざき

　　聡
さとし

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから
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委 員 ポ ー トレ会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　委員会で活動したレポートをご紹介します。

委
員
長　
　
　
　
　
佐
久
間
正
俊

副
委
員
長　
　
　
　
佐
藤　
一
八

委
員　
　
　
　
　
　
橋
本　
善
次

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
善
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
影
山　
常
光

　

８
月
24
日
に
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
・
御
木
沢
児
童
遊
園
・

町
民
第
２
体
育
館
公
衆
ト
イ
レ
・

滝
地
区
広
葉
樹
林
再
生
事
業
、
滝

地
区
た
め
池
の
５
か
所
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
は
、
令
和
7
年
4
月御木沢児童遊園

工事中のこども園

開
園
を
目
指
し
、
道
路
改
良
及
び

造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
荒

町
の
町
民
第
２
体
育
館
公
衆
ト
イ

レ
は
、
荒
町
地
区
住
民
の
要
望
と

田
村
高
校
生
の
通
学
時
の
利
用
、

紫
雲
寺
の
三
春
花
の
丘
公
園
の
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

（
橋
本
善
一
郎
）

が
と
て
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
。
色

の
組
み
合
わ
せ
の
基
本
を
踏
ま
え

た
、
色
遣
い
を
す
る
こ
と
。
視
認

性
・
可
読
性
・
判
読
性
を
意
識
し

た
編
集
を
、
心
が
け
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

他
の
町
村
紙
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
ほ
ぼ
気
を
付
け
て
作
っ

て
お
り
、
少
し
自
信
を
持
ち
ま
し

た
。
改
選
後
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー

に
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
議
会
と
町

民
が
繋
が
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
崎
ふ
じ
子
）

委
員
長　
　
　
　
　
佐
藤　
一
八

副
委
員
長　
　
　
　
山
崎
ふ
じ
子

委
員　
　
　
　
　
　
篠
崎　
　
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
善
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
影
山　
初
吉

６
月
27
日

と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の

文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　
金
井　
茂　
氏

　
「
伝
わ
る
議
会
紙
の
企
画
と
編

集
」
と
「
県
内
他
町
村
の
議
会
紙

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
研
修
し
ま
し

た
。
色
使
い
や
文
字
の
大
き
さ
、

文
字
体
に
よ
っ
て
、
読
み
や
す
さ
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　一般質問アンケートで頂戴したご意見・ご感想をご紹介させていただきます。
　皆様からいただいた貴重なご意見は、一般質問のみならず、今後の議会活動全般に生かして参り
ます。ご協力くださり誠にありがとうございました。

令和５年定例会9月会議一般質問アンケート令和５年定例会9月会議一般質問アンケート

アンケート結果　傍聴者 45 名　回答者 40 名　回答率 88.8％

意見・感想

 ・時間の制限があったので質問が打切りになりました。質問する予定だった答弁はその後どうされる
　のか？
 ・質問議員と答弁が平行線をたどっている時、議長は話しを整理し、調整に、進行をするという事は
　できるのでしょうか？できないのでしょうか？（くり返しが多いので）→進行、並びに、深まりを
　求めます。声を大きく、どなる様な言い方は、イカクしている様に聞こえます。※今回の傍聴は三
　春町の進む道についての答弁を聞きたかったです。
 ・学校給食無料化についてですが（→傍聴していません）、子供は親、地域で育てますが、（→私の意見です）
　この所無料化が出ますが、いかがかと思います。親の役割は…？どの位の補助になるかわかりま  
　せんが、補助は必要かと思います。
 ・議員定数本気で考えてほしいです。
 ・現職議員最後の一般質問で質問者の数が少なく、各々令和５年の９月選挙前に一人一人の振り返り
　の質問があったらなーと思いました。
 ・初めての傍聴でしたが、内容がなかなか理解できず、議長の質問に疲れました。高齢の私には、もっ
　と自分にかかわるような質問を期待していました。残念です。今後に期待します。
 ・自分が思っているよりも身近な議題で驚きました。
 ・しっかり質疑して見ごたえがありました。来年も参加したいです。

議員の質問内容

おおむね
理解できた 44%

理解できた
21%

理解できなかった
12%

あまり理解
できなかった
23%

町長等の答弁内容

おおむね
理解できた 35%

理解できた
24%

あまり理解
できなかった
27%

理解できなかった
14%



1818

　９月会議では、一般質問の際、田村高校生の皆さんにご協力いただきました。選挙権が 18 歳に引き下
げられたことをきっかけに、田村高校で期日前投票を行っておりましたが、さらに若い世代が政治に関心
を持つきっかけになってほしいと思い企画しました。
　６人の田村高校生が議会運営に参加した様子と、広報広聴特別委員会によるインタビューをお届けします。

佐
藤
一
八
委
員
長

　

今
回
議
会
運
営
に
参
加
し
て
感
じ
た

こ
と
や
、
気
づ
い
た
こ
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

大
河
原
妃
星
さ
ん

　

今
日
の
会
議
を
聞
い
て
の
感
想
と
し

て
は
、
制
限
時
間
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て

話
し
合
い
を
し
て
も
、
う
ま
く
納
得
が

で
き
な
い
意
見
と
か
も
あ
る
っ
て
こ
と

を
実
感
と
い
う
か
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
ち
ょ
っ
と
質
問
に
な
っ
ち
ゃ
う
か

も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
納
得
で
き

な
い
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
。

影
山
初
吉
委
員

　

質
問
し
た
議
員
が
納
得
で
き
ず
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
後
の
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
執
行

側
に
も
う
一
度
答
弁
し
て
も
ら
う
機
会

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
納
得
い

か
な
け
れ
ば
、
再
度
質
問
し
て
、
納
得

す
る
方
向
で
い
ま
す
の
で
、
ご
了
解
く

だ
さ
い
。

佐
久
間
愛
さ
ん

　

議
場
を
見
る
こ
と
も
初
め
て
で
、
こ

の
会
議
に
出
る
こ
と
も
初
め
て
で
、
す

ご
い
緊
張
感
が
あ
る
時
間
だ
っ
た
な
っ

て
思
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
意
見

と
か
を
こ
う
い
う
場
が
あ
っ
て
、
み
ん

な
で
話
し
合
い
を
し
て
い
る
っ
て
い
う

こ
と
を
、
今
日
初
め
て
知
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
三
春
町
に
活
か
さ
れ
て
い

る
ん
だ
な
っ
て
い
う
こ
と
を
、
す
ご
く

勉
強
に
な
っ
た
な
っ
て
思
い
ま
す
。
今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
久
間
遙
さ
ん

　

と
て
も
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
田
村
高

校
や
三
春
中
な
ど
の
問
題
が
出
て
お

り
、
自
分
は
三
春
に
住
ん
で
る
ん
で
す

が
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

ん
だ
な
と
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。
貴
重

な
体
験
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
崎
玲
菜
さ
ん

　

こ
の
よ
う
な
場
に
来
る
こ
と
も
見
る

こ
と
も
初
め
て
で
、
驚
き
ば
っ
か
り
だ

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
外
灯
の
こ
と
と

か
、
大
人
は
車
し
か
運
転
し
な
い
か

ら
、
中
学
生
の
暗
い
こ
と
と
か
、
分
か

ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
も
し
っ
か
り
、
そ
れ
を
受
け
て
問

題
を
出
し
て
い
て
、
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
あ
と
は
、い
じ
め
の
こ
と
も
、

答
え
る
人
が
遠
回
し
に
ち
ゃ
ん
と
回
答

し
な
か
っ
た
時
も
、
何
回
も
ち
ゃ
ん
と

聞
い
て
い
て
、
す
ご
い
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。
議
員
さ
ん
す
ご
い
な
っ
て
、
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
今
日
は
こ
の
よ
う

な
場
を
開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
が
で
き

て
、
今
後
の
将
来
に
向
け
て
、
活
か
し

田村高校生議会運営参加田村高校生議会運営参加
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大
おおかわら

河原 妃
き ら ら

星さん佐
さ く ま

久間 愛
あい

さん佐
さ く ま

久間 遙
はるか

さん

先
せんざき

崎 玲
れ い な

菜さん内
うちやま

山 勝
かつたか

貴さん橋
はしもと

本 然
ぜん

さん
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て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
山
勝
貴
さ
ん

　

実
は
去
年
も
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
、
そ
の
時
は
男
子
１
人
で
ち

ょ
っ
と
心
細
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
隣

に
い
る
２
年
生
の
男
子
が
い
て
心
強
か

っ
た
で
す
。
去
年
も
、
農
業
の
こ
と
で

白
熱
し
て
て
、
今
年
は
、
午
前
中
も
っ

と
白
熱
し
て
た
討
論
が
見
え
た
ん
で
、

議
会
っ
て
す
ご
い
な
っ
て
思
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
３
回
目
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
し
よ
う
か
な
っ
て
思
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
も
う
３
年
生
な
の
で
、
３
回

目
は
ち
ょ
っ
と
無
理
だ
と
。
去
年
も
国

会
議
員
目
指
す
と
か
言
っ
て
た
ん
で
す

け
ど
、
実
は
ま
だ
国
会
議
員
の
夢
は
諦

め
て
な
い
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
と
か
、
そ
う
い
う
の
鍛
え
て
頑
張

っ
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

橋
本
然
さ
ん

　

２
年
生
の
参
加
が
僕
だ
け
で
、
少
し

緊
張
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
議
会
っ
て

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
す
ご
く
変
わ
っ
て
、

自
分
と
結
構
身
近
な
話
が
多
く
あ
っ
た

の
で
、
す
ご
く
自
分
も
わ
か
り
実
が
あ

る
と
い
う
か
、
す
ご
く
実
感
で
き
る
よ

う
な
話
が
多
く
て
。
第
１
の
議
題
い
じ

め
の
問
題
で
す
ご
く
疑
問
を
抱
え
て
、

大
人
だ
け
の
話
が
多
い
な
と
思
っ
て
。
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も
う
少
し
子
供
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

ら
、
教
育
長
さ
ん
の
納
得
も
早
か
っ
た

の
か
な
あ
と
僕
は
思
っ
て
。
佐
藤
議
員

さ
ん
は
固
い
人
と
い
う
か
、
自
分
の
意

見
で
何
を
求
め
て
る
か
が
分
か
ん
な
か

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
い
じ
め
を
受
け
て

る
生
徒
本
人
に
聞
け
ば
早
か
っ
た
の
か

な
あ
と
思
っ
た
の
で
、
大
人
同
士
の
会

話
と
い
う
よ
り
は
、
子
供
の
意
見
も
取

り
入
れ
て
み
る
の
も
大
事
な
の
か
な
あ

と
僕
は
思
い
ま
し
た
。

佐
藤
一
八
委
員
長

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
皆

さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
と
お
り

参
考
に
し
ま
し
て
、
今
後
の
議
会
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
夢
な
ど
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
差
し
支
え
な
か
っ
た
ら
、
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
河
原
妃
星
さ
ん

　

将
来
の
夢
は
看
護
師
に
な
る
こ
と
で

す
。

佐
久
間
愛
さ
ん

　

私
の
将
来
の
夢
も
看
護
師
に
な
る
こ

と
で
す
。

佐
久
間
遙
さ
ん

　

私
の
将
来
の
夢
は
保
育
士
に
な
る
こ

と
で
す
。

先
崎
玲
菜
さ
ん

　

私
の
将
来
の
夢
は
看
護
師
に
な
る
こ

と
で
す
。
で
も
、
こ
の
話
を
聞
い
て
、

議
員
さ
ん
大
変
だ
け
ど
な
っ
て
み
た
い

な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

内
山
勝
貴
さ
ん

　

去
年
と
同
じ
く
、
国
会
議
員
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

橋
本
然
さ
ん

　

ま
だ
明
確
に
は
決
ま
っ
て
な
い
ん
で

す
け
ど
、
人
と
対
面
で
き
る
会
話
の
で

き
る
仕
事
を
し
た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

山
崎
ふ
じ
子
副
委
員
長

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
傍
聴
に
き

て
い
た
だ
い
て
、
町
政
の
こ
と
を
身
近

に
感
じ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
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地元の活動
　地元で活動している皆様を、広報広聴特別委員会の委員が取材しました。

　

熊
耳
地
区
サ
ロ
ン
は
、
毎
週

土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
前

11
時
30
分
ま
で
、
地
域
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
な
サ

ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
15
名
ほ
ど
の
方
が
参
加
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

サ
ロ
ン
が
出
来
る
前
は
、
お

友
達
同
士
が
月
１
回
お
茶
会
を

開
い
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
お

茶
会
が
現
在
の
サ
ロ
ン
の
形
に

な
り
、
現
在
は
毎
週
開
催
し
て

　

主
な
取
り
組
み
は
、
百
歳
体

操
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
器
具
を
使

っ
た
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
輪
投

げ
な
ど
の
運
動
を
楽
し
み
な
が

ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

　
熊
耳
地
区
サ
ロ
ン

　
熊
耳
地
区
サ
ロ
ン

楽しく元気に

い
ま
す
。
来
月
に
は
、
外
で
ミ

ニ
運
動
会
を
行
う
計
画
が
あ
る

そ
う
で
、
ど
ん
な
運
動
会
に
な

る
の
か
楽
し
み
で
す
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

（
佐
藤
一
八
）
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三
春
町
議
会
で
は
、
広
聴
活
動
を
通

じ
て
、
住
民
の
福
祉
向
上
や
地
域
振
興

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
か

ら
「
町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間

　
１０
月
23
日
～
１１
月
22
日
（
水
）

※
右
記
期
間
以
外
も
開
催
可
能
で
す
。

対
象
団
体
な
ど

　
５
名
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
町

内
の
団
体
・
町
民
グ
ル
ー
プ
（
町
内
行

政
区
・
隣
組
、
産
業･

経
済
団
体
、
社

会
福
祉
団
体
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
）
と
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　「
三
春
町
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
申
込

団
体
の
皆
さ
ん
が
、
次
の
５
つ
の
サ
ブ

テ
ー
マ
か
ら
１
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①
人
口
減
少
対
策

②
高
齢
化
対
策

③
地
域
活
性
化
対
策

④
子
育
て
支
援

⑤
公
共
施
設
の
整
備

　
ま
た
、
申
込
団
体
の
皆
さ
ん
が
別
途
、

テ
ー
マ
を
自
由
に
決
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

申
込
期
間
・
申
込
方
法

▼
申
込
期
間

　

開
催
希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
「
令
和
５
年
度
町
民
と
議
会
と
の
意
見

交
換
会
開
催
申
込
書
」
に
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
議
会
事
務
局
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
議　

　

会
事
務
局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の

　

で
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
ま

　

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
先

　
議
会
事
務
局

　

電　

話　

6
2
-8
1
2
4

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

6
1
-2
3
1
0

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai@
tow

n.m
iharu.fukushim

a.jp

Q
．
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま

す
が
旧
桜
中
学
校
の
校
長
官
舎

が
、
草
む
ら
の
中
に
残
っ
て
い
ま

す
が
、
建
物
の
維
持
費
や
固
定
資

産
税
が
無
駄
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
払
下
げ
や
借
家
に
し
た
ら
ど

う
か
。
議
員
の
方
の
指
導
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

A
．
旧
桜
中
校
長
住
宅
に
つ
い
て

は
、
民
間
へ
貸
付
を
行
っ
て
お

り
、
家
賃
も
滞
り
な
く
入
金
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

第
40
回
三
春
町
議
会
議
長
杯
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
７
月
16
日
に
町
営
野

球
場
で
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
は
随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見

せ
、
気
持
ち
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

<
野
球
大
会
>

・
優　

勝　
　

岩
江

・
準
優
勝　
　

新
玉
会

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会  

希
望
団
体
募
集

希
望
団
体
募
集

み
な
さ
ん
の
ギ
モ
ン

み
な
さ
ん
の
ギ
モ
ン

議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

白熱の打撃戦

現在の旧桜中学校校長住宅
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議会活動日誌議会活動日誌
　議会活動を広く町民の皆さんにお知らせするため、議会主催の会議・意見交換会、町などが主催して議
員が出席した行事を掲載します。今回は、７月から９月までの議会活動をお知らせします。なお、名称は
簡潔に表記している場合がありますので、ご了承ください。

7月
　５日　・郡山地方広域消防組合議会臨時会（郡山市）
１０日　・みはる観光協会通常総会
１１日　・田村地区防犯協会連合会総会・
　　　　　懇親会（田村市）
１４日　・広報広聴特別委員会
　　　　・郡山地方広域消防連絡協議会意見交換会
１６日　・議長杯ソフトボール大会
１９日　・旧中妻中学校跡地地鎮祭
２１日　・全員協議会
２２日　・前三春町消防団石井公義様叙勲受賞祝賀会
２４日　・福島県町村議会議長会定期総会決議
　　　　　事項等に係る県への要望実行運動（福島市）
３０日　・三春の里夏まつり2023花火大会

　１日　・大分県日田市議会視察受入

　４日　・第１回三春町こども議会
　９日　・議会運営委員会
１０日　・福島県町村議会議長会定期総会決議
　　　　　事項に基づく国への実施要請活動（東京都）
１７日　・市町村対抗軟式野球・ソフトボール
　　　　　三春町選手団結団式
１８日　・定例会９月会議（～ 29 日まで）
２２日　・町村議会正副議長・事務局長研修会（福島市）
２６日　・釈迦堂川花火大会（須賀川市）

8月

9月
　３日　・町民ソフトボール・家庭バレーボール大会
１１日　・三春町議員選挙当選証書付与式
１６日　・うつくしま・みずウオーク2023三春大会
１７日　・市町村対抗軟式野球大会１回戦応援（福島市）
２３日　・市町村対抗軟式野球大会２回戦応援（福島市）
２４日　・沢石地区民運動会

「みはる議会だより」にもの申す「みはる議会だより」にもの申す
　広報広聴常任委員会では、読みやすく、分かりやすい議会だよりを発行するため、平成 30 年度からモ
ニター制度を導入して、モニターの皆様から、意見・感想などをいただき、「みはる議会だより」の編集・
発行に生かしています。この度、第４期モニターを募集します。

モ
ニ
タ
ー
の
業
務

　
年
４
回
（
５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月
）
発
行

す
る
議
会
だ
よ
り
に
対
し
て
、
意
見
・
感
想
な
ど

を
指
定
の
様
式
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

　
７
人
以
内

※
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

資
格

 

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の

　

方
（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

 

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
常
勤
の
公
務
員
で

　
な
い
方

任
期

　
２
年

申
込
方
法
・
期
限

　
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

12
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
事
務
局
に
準

　
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

　
れ
ば
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
お
送
り
し
ま
す
。

謝
礼

　
薄
謝
あ
り

申
込
・
問
合
先

議
会
事
務
局

電　
話　
６
２–

８
１
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　
６
１–

２
３
１
０

メ
ー
ル　

gikai@
tow

n.m
iharu.fukushim

a.jp
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◇◆◇ 請願・陳情の手続き ◇◆◇
　三春町議会では、町政などについて町民の皆さんの希望や要望を、請願・陳情として受け付けしてい
ます。
◆提出方法　　
　議会事務局（役場３階）へご持参ください。
◆受付締切
　議会定例会議開催日７日前までとなります。
◆様式等
　特に決まっていませんが、次の事項は必ず記載願います。
　① 件名○○に関する請願書、○○に関する陳情書など　　② 提出年月日　　③ 提出者住所 ･ 氏名・印鑑
　④ 紹介議員氏名・印鑑（請願のみ） 　⑤ 請願・陳情要旨
　⑥ 関係機関への意見書の提出を求める場合には、意見書案　　⑦ 三春町議会議長宛
　※ 陳情については、内規により原則として、町内に関する事項・内容などについて提出されたものを
　　 審議することとし、それ以外または郵送によるものは議員へ配付のみとなっています。

◇◆◇ 議会の開議予定 ◇◆◇
◆議会定例会議開議予定

　次の議会は定例会 12 月会議です。
　12 月１日（金）開議、４日（月）の一般質問を予定しています。
◆議会開議広報
　議会の開議は、議会だより号外、議会ホームページ、防災行政無線、役場前掲示板などでお知らせ
　します。（http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/gikai/）
◆議会傍聴
　傍聴ご希望の方は、本会議当日に役場３階議場までお越しください。入口で「傍聴人受付票」をご
　記入の上、傍聴となります。
　なお、役場３階議場での傍聴のほかに、一般質問の際には２階桜ホール等にて映像でご覧いただけ
　ますので、一般質問傍聴の際にはご利用ください。
◇本会議・委員会共通
　① 一人１枚の個票になっている傍聴人受付票へ氏名・住所・電話番号を記入し、受付ボックスにお
　　 入れください。
　② 写真撮影や録音等を行う場合は、会議の進行を妨げない範囲でお願いします。
◇本会議
　団体で傍聴する場合は、傍聴人受付名簿に記入し、議会事務局へ提出してください。
◆委員会開催
　議会には、議会運営委員会と、総務・経済建設・文教厚生・広報広聴の 4 つの常任委員会があり、
　会期中に開催されます。
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広報広聴常任委員会 委員長／山崎ふじ子 　副委員長／篠崎聡　　
委　員／影山孝男　 三瓶一壽 　大内広信 　遠藤亮子 　鈴木利一

◆ 応募方法  クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だよ
り」に対するご意見、ご感想を併せて記入のうえ、はがき、または
ＦＡＸで送付（送信）してください。また、Ｅ-mail での応募も受け付
けますので、必要事項を記入のうえ、下記のアドレスまで送信して
ください。正解者の中から、抽選で３名の方に１,０００円分の商品
券を差し上げます。当選は発送をもって代えさせていただきます。

◆ 送 付 先   〒963-7796　三春町字大町１－２　三春町議会事務局
　　　　　　 Ｅ-mail　gikai@town.miharu.fukushima.jp
◆ 締 切 日　１１月１７日（金）（当日消印有効）
※ 前回は 13 件の応募をいただき、ありがとうございました。
※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

前回の答え
　②旧中妻中学校跡地

発行／福島県三春町議会　　編集／広報広聴常任委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX ／０２４７－６１－２３１０
E-mail ／ gikai@town.miharu.fukushima.jp

みはる議会だよりみはる議会だより
スマートフォンへスマートフォンへ

配信中 !配信中 !

１０月１日に16 名の議員が決定しましたが、新しい議員は何名でしょうか。
・・・番号でお答えください・・・
①４人　　②５人　　③６人　　④７人

第38回議会クイズ

シリーズ 町の伝統文化 No.11

神
明
さ
ま
の
お
祭
り
（
字
馬
場
）

　

10
月
１
日
か
ら
３
日

間
、
三
春
大
神
宮
の
秋
季

例
大
祭
で
し
た
。
１
日

は
渡と
ぎ
ょ御
、
３
日
は
還か
ん
ぎ
ょ御

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

約
30
年
前
に
現
在
の
形

態
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
お
祭
り
に
な

る
と
学
校
は
休
み
。
中

町
か
ら
大
町
通
り
ま
で

数
多
く
の
露
店
が
軒
を

連
ね
、
貰
っ
た
小
遣
い

は
す
べ
て
使
い
果
た
し

ま
し
た
。
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
。
昭
和
34
年

ま
で
大
町
と
中
町
の
大

屋
台
が
隔
年
で
奉
納
さ

れ
、
プ
ロ
の
役
者
さ
ん

達
が
芝
居
や
踊
り
を
演

じ
、
大
勢
の
見
物
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
近
く
に
な
る
と
、

通
り
に
屋
台
が
組
み
立

て
ら
れ
、
太
鼓
の
練
習

が
始
ま
り
ま
す
。
私
も

本
番
で
叩た
た

き
た
い
と
練

習
し
ま
し
た
。
大
勢
の

先
輩
た
ち
が
集
ま
り
叩た
た

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
笛
の
音
が
好
き
で
、

上
手
な
人
を
追
い
か
け

て
は
、
聴
い
て
覚
え
ま

し
た
。
今
は
、
大
町
太

鼓
保
存
会
で
笛
を
吹
い

て
い
ま
す
。
今
年
は
５

年
ぶ
り
、
長
獅
子
を
先

頭
に
渡と
ぎ
ょ御
か
ら
還か
ん
ぎ
ょ御
ま

で
通
常
の
お
祭
り
が
で

き
そ
う
で
す
。
町
内
の

皆
さ
ん
も
、
大
い
に
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
三

春
に
は
た
く
さ
ん
の
伝

統
芸
能
、
お
祭
り
が
あ

り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
形

で
残
し
た
い
も
の
で
す
。大屋台はこの写真（昭和 34 年）で最後でした

　今回は、橋本善一郎委員が、三春大神宮の前総代長の小笛宏様にお話を伺うことが出来ま
した。小笛様より、記事をご提供いただきましたので、掲載いたします。 小

こ ぶ え

笛 宏
ひろし

さん


